
                                                                              
 
 
                                                                                         
                                                                                                            
 
 
 
 

 

 

 Special Feature … Reports on Summer Exchange Programs  …  

 

  It’s a little bit late to ask you this, but ‘How was your summer?’  I hope you all had a good 

one.  それぞれに素晴らしい夏休みだったとは思うのですが，今回は，そんな中でも非常に貴重な経験をしてき

た 1 年E 組中野亜未さん，１ねん E 組担任久保田縁先生のお二人に，旅の報告をしていただきます。 

 

 Asian Youth Exchange Program in Okinawa    内閣府主催  

 

  ８/５～８/２４の３週間にわたり，アジア諸国（豪，NZ も含む 16 カ国）約35 名を含む 75 名の高校生が参加

し，沖縄各地を移動しながら，水問題を中心とする環境問題などや沖縄の自然について，講義，体験，討議を行い，

また，交流を深めたそうです。他に地元の家庭でのホームステイや見学ツアーがあったようです。ほとんどが英語

で行われたので大変だったそうですが，大変中身が濃く，学ぶことの多い研修になったそうです。プログラムの詳

細や活動の様子を伝える写真がホームページで見られます。http://ayepo.go..jp/ 皆さんも是非ご覧下さい。 

   
  私は今年の夏休みに「アジア青年の家」というプログラムに参加しました。アジア各国の高校生と一

緒に沖縄で現在の水と環境問題について３週間学びました。プログラムは英語で行われたので、講義の

内容とかグループディスカッションが難しかったです。でも、みんなで助けあったりしました。ただ講

義を聴くだけではなく、海にもぐってサンゴの白化現象をみたり、浜辺に行ってごみを拾ったりしたの

で、体で自然のすばらしさと大切さを感じることができました。また、他国の人の考え方、文化の違い、

言葉についてなども学ぶことができました。このプログラムで一番うれしかったことは、アジアの友達

がたくさんできたことです。このプログラムを通してすばらしい体験ができたので、興味がある人はぜ

ひ来年参加してみてください！！    １年E組 中野 亜未 
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    Jica （国際協力機構）主催 

  ８/３～８/１２ モンゴルを訪れ，現地の先生方や青年海外協力隊員との交流，病院視察，モンゴル伝統のテ

ント式住居ゲルでのホームステイなど，久保田先生も様々な貴重な体験をしていらっしゃいました。１年生は授業

でお話をしていただく機会があると思いますが，２．３年生も興味のある方は久保田先生とお話しにきて下さい。 

 

I visited Mongolia from the third to the twelfth of August on a Development Education Tour for 
Teachers. This 10-day tour was planned by the Japan International Cooperation Agency (JICA), 
and twelve teachers, including myself, talked with Mongolian teachers, observed a medical service 
project, and stayed at gers.  
 
During those ten days, I met a lot of wonderful people and they inspired me a lot. Mongolian 
teachers and Japanese volunteer teachers were looking for the best teaching methods for their 
students. In Bulgan, which was an eight hour drive from Ulaanbaatar, there was a kind senior 
doctor who took care of all the villagers with her colleagues. Also, I had a great chance to experience 
traditional Mongolian living in a ger, or traditional house. The host family was very kind and the 
host mother taught me how to cook Mongolian dumplings. Moreover, I met a lot of the JICA staff, 
and they were very engaged in solving world problems. I learned a lot of things from their 
experience and knowledge. I believe that these encounters will influence me a lot.  
 
The ten days passed so quickly. However, it was a very productive and inspiring time for me. I would 
like to talk about what I learned in Mongolia in my classes, and I hope my experiences will ispire 
many students to see other countries.   
 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
In front of the hospital in Bulgan                         Ger stay 
 

      
Mongolian dumplings                                 Ger 

 



♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫      Greetings from Ellie      ♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫♫ 
スウェーデンからの留学生Elvira Kensley さんが１年E 組に入りました。日本語を猛勉強中なので 

どんどん話しかけて下さい。もちろん英語はOK です。また，１年F 組には川村一生君が加わりました。偶然

にもエリーさんと同じスウェーデンで中学時代を過ごし帰国したそうです。よろしくお願いします。 
Greetings noble ones, 
As many of you hopefully already know, there is a new student in your school.   
She has stayed in Japan for one month now.  That person is seventeen  
years old, came from Sweden and is eager to learn Japanese.  --  That person  
is me!!  My name is Ellie and I am in class 1-E.  If you are curious or if you  
just want to talk with me, please do.  I will be very happy.  If you think  
English is scary, don’t worry, I can understand quite a bit Japanese if you just  
speak slowly.  That way I will be able to improve my Japanese skills and I will soon be able to talk with 
you only in Japanese.  So please don’t be shy!  I want to be friends with you!  I will be in this school 
until next summer break, so please don’t make me feel lonely in school during this whole year.   
よろしくお願いします。  Ellie  (#^_^#) 
             
 
♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥   Past Events  ♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥ 
  

Open House for Junior HS Students 中学生一日体験入学  ７/３０（木）  
 毎年好評につき恒例となった，生徒による国際科紹介。今年は２E久保瞳さん，小長谷美紀さん，坂田大地

くん，西川野乃花さん，西野貴昭くん，２F鎌田知輝くんがスライド写真と共に，学校行事での国際科の様子，

部活，国際科の行事や授業について話をしてくれました。 
 
Congratulations !!  
 ３年E組福山雄介くん 英検準１級合格おめでとう!! 
 

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥ 

  

 Alumniというのはラテン語が語源の「卒業生，同窓生」という意味の単語です。３月に卒業した国際科一

期生に，「中学生に知ってもらいたい国際科の良いところ」を挙げてもらってパンフレットを作ったのですが， 
皆さんにも読んでもらうと良いと思うので，紹介します。 

 大学に入って特に感じたのは，高校は英語の授業が充実していたこと，授業以外にも先生たちがきめ細

かく色々な指導をしてくれた。会話の暗唱やリーディングマラソンなど，授業以外にも実力を高めるチ

ャンスがこんなに色々ある学校は滅多にないと思う。単語テストも含め，普段からきちんと取り組んで

おくと，受験の時にも非常に楽です。 
 言語力を向上させ，異文化を知ることはもちろん，言語をいかに『使うか』を学ぶことができた。例え

ば，自分たちでリサーチしたい文化についてプレゼンテーションをしたり，社会問題について解決法を

考えてディベートをしたりした。英語で日本文化を説明する訓練をし，成田山に行って外国人案内のガ

イドをしたこともよい経験になっている。教材もとても充実しているので，外国語を学ぶのにこれ以上

よい環境はないと思う。 
 大学で異文化コミュニケーション学部に通っている。コミュニケーション学部なので speaking skill が

試される授業が多いが，全く苦にならないどころかクラスを引っ張っていける。国際科で鍛えたディス

カッション力，ロジカルシンキングが大学でも役立っている。大学で世界情勢についてニュースを題材

にディスカッションするクラスがあるが，「異文化理解」で学習した知識が役に立っている。 

 国際科へ入学して英語は道具なんだということを実感し，より自分と向き合って進路を選ぶことができ

たと思う。大学で作業療法（リハビリテーション）を学んでおり，精神医療の領域に興味があるのだが，

この分野は欧米の方が進んでおり，今は海外での勉強も考えている。国際科に入ったからこそ世界にま

で目を向けて考える癖がついたし，このような選択ができたのだと思っている。 
 国際科の授業は英語だけでなく第２外国語や「比較文化」などもあり他の言語や文化，つまり世界と向

き合うとはどういうことなのかについて学べると思う。その中で自分がやりたいことが何なのか改めて

考えることができるので，進路も必ずしも語学だけではなく，経済，看護，服飾，音楽…友人の進路も

多種多様だ。 
 特に英語に関しては学校の授業をしっかり受けていれば，大学入試で困ることはない。卒業時点で，外

国の方と普通に話したり手紙を書いたりするだけの十分な力がつくことは間違いない。他校からの友人

と接すると，やはり自分たちはリスニング力やスピーキング力という実際のコミュニケーションで必要

な能力がずいぶん鍛えられていたんだなということがわかる。 
 英語でも日本語でも自己表現の機会・自分の意見や調べたことを発表する機会が多かったので，大学で

も人前で話したりプレゼンテーションすることが苦ではない。 
 今大学で週１冊英語の本を読まされているが，高校でのリーディングマラソンの取り組みが役に立って

おり，あまり苦にならない。在学中に沢山英語を読んだので長文を見ても焦らない。 
 1 年次の国際科セミナー（英語合宿）は本当に英語漬けなので，耳を慣らすにはもってこいだし，ゲー

ム感覚で英語を使うので楽しめる。 
 TOEICは大学で初めて受験する人が多いが，高校で何度かやったのが自信になっている。大学の他の人

たちに差がつけられます。 
 「英語表現」や「スーパーイングリッシュ」等の授業でエッセーライティングの練習をしたので大学で

レポートを書くときに役立っている。日本語でレポートを書くときにも役立っている。TOEFL（海外の

大学で学びたい人のための英語能力試験）のwriting sectionでも役だった。 
 大学でフランス語を勉強しているが，高校で二年間フランス語を勉強し基礎を固められたので，焦るこ

となく楽しんで授業に取り組めている。高校時代にフランス語をやっていた友人はいるが，日本人に習

っていたそうである。私たちはネイティブから，発音も言葉のニュアンスも本物を学べた。とても恵ま

れた環境で学んでいたことを実感している。 
 中国語を選択していたが，注意して聞けばある程度の単語は会話から拾えるようになったし，韓国語を

選択して修学旅行で韓国の高校生とコミュニケーションできるようになることを目標にするのもよい。

第2外国語は成田国際らしいカリキュラムだと思う。 
 ２年次に韓国語をとってから自分の将来について考えが変わり，大学では韓国語を学んでいる。英語以

外の言語や様々な国について知る機会があり視野が広められてよかった。 
他にも色々寄せられたのですが， 
在校生の皆さんに願うことは…このNewsletter ‘Communication’第1号で初めに述べたとおり 
Be active and take advantage of the opportunities to expand your horizons and to fully 

develop your potential! ということです。今現在いろいろな学習活動を,「やらされている」という感覚

がとても大きい人もいるのではないかと思いますが，肯定的にとらえて楽しむ，機会を最大限に活用する， 

というような発想転換をしないと,苦しいだけで苦しみ損，,効率よく力がつかないと思います。せっかくやる

なら身になるように,楽しんでいろいろなことに積極的に取り組もう!! 
 

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥     Notices    ♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥ 
10/6(火) 印旛地区スピーチコンテスト  10/8～14(木～水) 第3 回定期考査 

10/17,18 (土,日) 第2 回英検1 次試験  10/17 (土) 弦祭りスチューデントガイド   

10/21～24(水～土)  2 年修学旅行   10/28～30(水～金) 第1 学年国際科セミナー 



11/2(月) 千葉県高校生英語ディベート大会(本校会場)  11/4～ 短期交流派遣募集開始  


